






名古屋石田学園 法人本部 顧問 










 KN１４３ はい。今のやつ言えばいいんですよね。えーと、まー、何かしら知らない 
           けど、KY君の持ってきた輪ゴムで実験をした結果、その、弦と、この場合、
ゴムですけど震える物。 
 T１４４ 1回前に来てくれ。ごめんな。1回前に来て、みんなに説明して。 
 KN１４５ 例えば、弦とかで振動を起こせば、そういう、まあ弦が太い、音楽で三味 







 SM１４７ 本当にやって下さい。 
 T１４８ じゃあ、やって。[教師はKNに実際にやるよう促す。] ちょっと、音が 









 40分  の太い細いで結局、何がわかった？ 
 KN１４９ 震えるゴムが、あのー、時間に震える回数、数で。 
 T１５０ 震える数？ 
 KN１５１ 震える回数でわかる。 
 T１５２ これでよかった？ 
 SM１５３ 振動数です。 
 T１５４ KN君の意見だと、震える回数で高い、低いが決まる。で、KN君、高い
音って何だった？ 
 KN１５５ えーと、震える回数で高、いや、多ければ、高くなる。 









42 分  すか？いい？はい、SM君 
 SM１５９  そことそこでなんか、ちょっとやっていたんですけど。実際やりたい。 
      T１６０ ちょっと、待ってな。また、後で。はい、じゃあ他に。回数で良かったで
すか？じゃあ、ちょっと、確認ね。[教師が自転車の方へ移動する。] 
  ぼくが、回数を多くやるので、聞いて下さい。回数を多くやりますね。 
  [教師は回転数を少なくしたまま長い時間段ボールをスポークに当てる。] 
  じゃあ、今度は少なくいきます。[教師は回転数は同じにしたままで短い
時間段ボールをスポークに当てる。]でいいですか？ 
 SS１６１ 違うわ。 
 T１６２ 違う、でも、いいでしょ。 
 KN１６３ ちょっと、説明してもいいですか。 
43分 T１６４ じゃあ、KN君。 
 KN１６５  同じ時間でのあのー、同じ時間に震える。 








 T１６８ そういうことは、同じ時間、具体的に言うと、1秒ということだな。 
 KN１６９ 1秒じゃなくても何でもいいんだけど。 
 T１７０ まあ、何秒でもいいんだけど。 
 KN１７１ 例えると1秒。 
 T１７２ なるほどな、今、KN君がなかなかおもしろいことを言ってくれました。 
  今、KN君が言ってくれたことなんですがね、教科書によく似ているとこ
ろがあるんです。では、教科書の24ページの16行目を見て下さい。 
44分  教科書です。はい、ではSA君。24ページの16行目の一定時間という      
ところから大きい声で読んで下さい。2分野じゃなくて、1分野。 
 SA１７３ 1分野？ 
 T１７４ SA君、大きい声でね。はい、じゃあ、SA君。 
 SA１７５ はい、どこからと言いましたか？ 
 T１７６ 一定期間。はい、SA君。起立して。 
 SA１７７ 一定期間（1秒間の間）に弦が振動する回数（振動数）が多くなるほど、
高い音が出ることがわかる。 
 T１７８ はい、ありがとう。これはな、みなさんがいろいろ分析して、結局同じ時 
間とありますが、教科書にありますようにこれからは、1秒間で考えても
らって構いません。で、1秒間で振動する回数を振動数と言います。 


















   第1次 第1時5/12（木） ・音の大小は振幅の大きさが関係することを実験で発見するこ 
                 とができる。 
                ・音の高低はなぜ起こるかという仮説を立て、実験方法を考え 
                 ることができる。 
       第2時5/16（月） ・実験によって、音の高低は振動数によって決まることを推論 
         （本時）    することができる。 
   第2次 第3時5/19（木） ・実験によって、音は空気の振動によって伝わることを発見で 
                 きる。 
   第3次 第4時5/23（月） ・空気中を伝わる音の速さの実験に関して、考えることができ 
                 る。 
       第5時5/26（木） ・音の速さを利用して、花火や雷までの距離を求めることがで 













各時の目標               学 習 活 動 
    第1時（11月8日）   
静電気とは何かを考える。   ・下敷きで髪の毛をこする。 
                      ・静電気が起こるとなぜくっつくかを考える。 
    第2時（11月12日）   
摩擦によって静電気が生じ   ・別の物質同士でこすりあい、静電気が起こる 









    第3時（11月15日）（本時） 
       静電気の性質を理解する。     ・静電気には＋と－の2種類があることを理解 









  じゃあ、前に来てください。 
  [SKが前に出てきてモデル図を黒板に書く。] 
           
           
－ － － － －  下敷き 
 
          ＋ － ＋ － ＋  ほこりや 
          － ＋ － ＋ －    紙 
              
 [SKは、ほこりや紙に含まれている－が、下敷きの－の方へ、移動する図を 
書く。] いいよ、口で言ってもらっていいよ。書かなくてもいいから。 
          はい、じゃあ、SK君、じゃあ、解説をお願いします。 













30分 T２２５  はい、では、何かSK君に質問のある人。はい、では、AAさん。 
 AA２２６ えっとー、さっきの実験で、こすったストローとこすったストローを、は、 
  えっとー、マイナスなんだけど、近づけたら反発したんですけど、それと違
うんですか。 
 T２２７ はい、SK君、どう？ 
 SK２２８ えっ、えっと、どういうことですか。 




 SK２３１ あー、そうか。 
 AA２３２ え、何でですか。 
 SK２３３ えっ？えっ？ 
 T２３４ うん、なぜですか。どう？ 
 AA２３５ マイナスとマイナスっていうのは、くっつくんですか。 
 SK２３６ マイナスとマイナスは反発すると．．．。 
 AA２３７ え、〔生徒たちが笑う。〕 
 T２３８ じゃあAAさん、ちょっと前に行ってちょっといいよ。指さして教えて。い 
 31分  いよ、AAさん、いいよ、ちょっと。はい、ちょっと、みんな静かにちょっ
と、AAさんの意見聞いて。 
 AA２３９  これとこれ、くっつくんですよね。マイナスとマイナスが、くっつくんです
よね。さっきの実験はマイナスとマイナスが反発するって。 
 SK２４０  あー、そういうことか。あー。 
 AA２４１ という実験をやったんです。 
 SK２４２ うう、うわー。 
 T２４３ ということで、他のみなさん、どうですか。AAさんの意見に賛成？どう？ 
 SK２４４ うわー、まじかよ。 
 T２４５ はい、じゃあ、SK君、どうする。 
 SK２４６ えー。 







 SK２４８ あれー、おかしいな。 
 T２４９ あ、ちょっと、じゃ、いったん戻ってください。はい、じゃあ、他にこれ以
外のモデル図書いた人いますか。 
 UF２５０ 先生、はい。質問したいです。 
 T２５１ だれに質問？ 
 UF２５２ SK君に。 





 T２５５ 何がおかしい？そこを教えてほしい。なにがおかしい？ 
 UF２５６ え、だって、 
 T２５７ 図、使う？ 
 UF２５８ くっつくときは。 
 T２５９ ちょっと来て。図、使っていいよ。SK君、もう一回来てくれる？ 
  ごめん。ちょっと、ふたりでちょっと。他のみんなも聞いてくれ。 
  ちょっといい？彼らふたりの問題ではありませんので、全員で解決したいか
ら彼らの論議を聞いてあげてください。[UFとSKが二人で黒板のところで 
33分  話し合っている。] 
  はい、じゃあ、あ、こそこそやるな。こそこそやるな。大きい声でやってく
れ、はい、どうぞ。ちょ、ちょ、ちょう、みんなに聞こえるように言って。 
 UF２６０ これ、だから。 




 SK２６３ おかしい。確かにおかしい。 
 T２６４ あー、SK君、じゃあ、まあ、納得？ 













 KN１５１ 震える回数がわかる。 
 KN１５５ 多ければ（音）高くなる。 
 AA１５７ 逆に振動の数が少なければ少ないほど、低い音が出る。 
 T１６０ (SMの発言を押えて)ちょっと、待ってね。また後で。はい、じゃあ他に。 
  回数で良かったですか？じゃあ、ちょっと、確認ね。 
  （教師が準備した自転車の方へ移動する） 
 T１７２ 教科書の24ページの16行目を見て下さい。 
 SA１７７ 一定時間に弦が振動する回数が多くなるほど、高い音が出ることがわかる。 












       
－ － － － －  下敷 
       
＋ － ＋ － ＋  ほこりや紙 
       






 SK２２０ こうやってプラスとマイナスになって。 
 SK２２２ プラスとマイナスが下にあって、マイナスとマイナスが上のマイナスに、帯
電した。 
 SK２２４ 下のマイナスが上に、移動したみたいな。 
 AA２２６ さっきの実験で、こすったストローとこすったストローは、近づけたら反発
したんですけど。 
 SK２３１ あー、そうか。 
 SK２４８ おかしいな。 
 UF２６２ くっつくときは、プラスが反応して、マイナスの時は反発するから、おかし
いんじゃないかって。 
 SK２６３ おかしい、確かにおかしい。 











  平成23年度実践 
    5月  音の世界         楽器 
    9月  ゆれる大地        津波 
    11月  水溶液の性質       砂糖水 
  平成24年度実践 
    6月  生命を維持するはたらき  バナナ 
    10月  地球の大気と天気の変化  竜巻 
    11月  静電気を起こしてみよう  下敷 
 
実践に入る前に何度も教材を探し、教材研究はもとより、自分で実験もして授業に臨まれたので
69
 
 
 
 
ある。 
3つ目は、どこまでも生徒達による探究学習を重視されてきた。生徒の話し合いや追究方向によ
っては遠まわりすることも予想され、途中から学習展開の変わることがあってもいいように「複線
的指導案」を用意されたこともあった。 
4つ目は、常に授業記録を作成し、分析会にかけられた授業を中心に省察することによって、次
の実践を改善され続けられたのである。 
以上を換言するならば、近藤先生は常に教師として探究的な生き方をされて来たと言えよう。 
 こうして、「学び合いによる探究学習」を成立させてこられた。一斉講義式授業から学び合いに
よる探究学習への転換に一貫して努力されることで、まさしく、教師と生徒の共同による授業変革
をされてきたのである。その結果が、2人の抽出生の変容に表われたといえよう。近藤先生の2年
間に渡るひたむきで必死な実践が実を結んだのであり、1年に1時間や2時間の研究授業を実施し
ても、こうした結果は出ないであろう。しかし、現在の時点における実践でもって完成ではない。
授業実践や授業研究の世界は、どこまで行っても完成することはない。一生挑戦し続ける世界であ
る。そのことを近藤先生は学ばれた気がする。 
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